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根
源
神
・
国
常
立
尊
の
説
明
方
式
か
ら
見
る
理
当
心
地
神
道
の
「
神
」
観
念韋

　
　
　
　
佳

一　

根
源
神
と
し
て
の
国
常
立
尊
─
問
題
の
所
在

　
「
国
く
に
の

常と
こ

立た
ち
の

尊み
こ
と」
と
い
う
の
は
、
日
本
神
話
に
お
け
る
最
初
に
出
現

し
た
神
、
つ
ま
り
日
本
神
話
諸
神
の
系
譜
の
原
点
に
当
た
る
神
で

あ
る
。『
日
本
書
紀（

（
（

』
の
内
容
に
よ
る
と
、
こ
の
神
が
、
そ
の
次
に

出
現
し
た
六
代
の
神
々
と
と
も
に
、「
神
世
七
代
」（
ま
た
は
「
天
神
七

代
」）
と
い
う
形
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
国
常
立
尊
が
出
現
し
た
後
、

神
々
が
順
番
に
出
現
し
て
き
て
、
や
が
て
伊
奘
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
の

代
に
な
り
、
島
々
、
日
月
、
及
び
他
の
様
々
な
神
が
生
ま
れ
た
。
こ

の
こ
と
に
お
い
て
最
初
の
神
で
あ
る
国
常
立
尊
は
、
日
本
神
話
の

「
根
源
神
」
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
国
常
立
尊
が
出
現
す
る
以
前
に
関
し
て
、『
日
本
書
紀
』
の

冒
頭
は
、「
渾
沌
」
と
い
う
様
態
が
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
。
そ

こ
で
『
日
本
書
紀
』
の
こ
の
二
段
階
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
日
本

神
話
に
お
け
る
現
象
世
界
の
誕
生
は
、
三
つ
の
段
階
か
ら
成
っ
た
と

さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
第
一
段
階
は
「
渾
沌
」
で
あ
り
、
す

な
わ
ち
神
が
出
現
す
る
前
で
あ
る
。
次
の
第
二
段
階
は
「
神
世
七

代
」
で
あ
る
。
第
三
段
階
に
な
っ
て
、
天
照
大
神
よ
り
以
下
の
現
象

世
界
に
い
る
神
々
が
出
現
す
る
。

　

最
初
に
出
現
し
た
こ
の
国
常
立
尊
の
あ
り
方
は
、
中
世
神
道
に
お

け
る
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
こ
の
神
は
す
べ
て
の
神
な
い
し
世

界
万
物
の
源
と
さ
れ
、
ま
た
心
の
あ
り
方
と
も
結
び
付
け
ら
れ
た
。

　

江
戸
時
代
初
期
に
出
現
し
た
儒
家
神
道
は
、
儒
学
者
・
朱
子
学
者
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に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
、
神
儒
一
致
を
主
張
す
る
神
道
思
想
で
あ
る
。

中
世
神
道
の
諸
説
を
継
承
し
な
が
ら
、
そ
の
中
に
混
在
す
る
仏
教
要

素
を
排
除
し
よ
う
と
し
、
朱
子
学
の
理
気
論
・
鬼
神
論
を
論
理
の
基

盤
と
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
国
常
立
尊
に
つ
い
て
儒
家
神
道
の
人
々

は
、
中
世
神
道
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
そ
の
「
根
源
」
性
を
、
中
国

儒
教
の
易
学
や
、
道
学
・
朱
子
学
鬼
神
論
の
言
葉
に
よ
っ
て
代
替

し
て
語
る
。
林
羅
山
（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
）
の
「
理
当
心
地
神
道
」

は
、
そ
う
し
た
儒
家
神
道
の
初
期
の
代
表
で
あ
る（

（
（

。

　

朱
子
学
鬼
神
論
に
よ
る
と
、
世
界
万
物
は
す
べ
て
理
と
気
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
る
と
す
る
。「
鬼
神
」
は
「
物
」
が
姿
を
と
る
か
と
ら

な
い
か
の
境
目
に
あ
る
理
気
の
現
象
と
朱
熹
は
み
る
。
こ
れ
も
世
界

万
物
と
同
じ
く
理
と
気
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
鬼
神
に

対
す
る
こ
の
よ
う
な
語
り
方
を
問
題
と
し
、
日
本
の
近
代
の
研
究
は
、

朱
子
学
鬼
神
論
は
「
鬼
神
」
に
対
す
る
合
理
的
な
解
釈
で
あ
る
と
み

る
。
そ
う
し
た
研
究
を
踏
ま
え
る
日
本
近
年
の
羅
山
研
究
は
、
朱
子

学
理
気
論
・
鬼
神
論
に
よ
っ
て
「
神
」
を
説
明
す
る
理
当
心
地
神
道

は
、
世
界
万
物
を
生
む
「
神
」
の
そ
の
神
秘
性
を
説
明
し
き
れ
な
い

と
説
き
、
朱
子
学
の
理
気
論
に
依
拠
す
る
羅
山
神
道
説
の
「
神
」
観

念
を
批
判
し
て
い
る（

（
（

。

　

と
こ
ろ
で
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
朱

子
学
理
気
論
・
鬼
神
論
と
は
、
理
と
気
に
よ
っ
て
鬼
神
を
生
成
論
的

に
語
る
議
論
な
の
で
は
な
く
、
鬼
神
を
含
め
て
、
世
界
万
物
を
理
と

気
に
よ
っ
て
構
造
的
に
説
明
す
る
方
法
論
で
あ
る
。
こ
れ
を
論
理

の
基
盤
と
す
る
羅
山
の
「
神
」
観
念
は
、「
神
」
の
起
源
を
人
格
的

（
神
格
的
）、
あ
る
い
は
万
能
的
に
語
る
従
来
の
神
道
の
方
法
論
と
は

根
本
的
に
異
な
る
。
そ
れ
故
、
羅
山
の
「
神
」
観
念
の
位
相
を
評
価

す
る
に
は
、
朱
子
学
の
も
と
の
資
料
、
つ
ま
り
朱
熹
の
著
作
の
検
討

な
ど
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
考
え
る
こ
と
か
ら
、
筆

者
は
、
こ
の
朱
熹
の
鬼
神
論
を
検
討
し
て
み
た（

（
（

。
そ
の
結
果
、
祖
先

祭
祀
に
関
す
る
鬼
神
は
、
天
地
山
川
を
つ
く
る
モ
ノ
の
基
礎
と
し
て

の
「
公
共
の
気
」
の
側
面
と
、
祖
先
と
そ
の
祖
霊
を
祀
る
私
と
の
関

係
の
特
殊
性
に
そ
な
わ
る
「
特
殊
の
気
」
の
側
面
と
い
う
、
対
立
の

よ
う
に
み
え
る
二
つ
の
側
面
を
同
時
に
持
っ
て
い
る
と
朱
熹
が
み
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
こ
か
ら
多
く
の
こ
と
が
整
合
的
に
説
明
で

き
る
と
覚
え
た
。
神
を
鬼
神
論
で
語
る
理
当
心
地
神
道
に
こ
の
論
理

を
適
用
す
る
と
、
朱
子
学
理
気
論
・
鬼
神
論
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と

も
現
象
世
界
に
い
る
天
照
大
神
及
び
そ
れ
以
後
の
神
々
の
説
明
が
可

能
に
な
る
。
天
照
大
神
は
、
そ
れ
以
下
の
神
々
と
も
、
現
象
世
界
の

万
物
と
同
じ
く
理
と
気
に
よ
っ
て
形
成
さ
せ
ら
れ
、「
公
共
の
気
」

の
側
面
と
「
特
殊
の
気
」
の
側
面
を
同
時
に
持
っ
て
い
る
存
在
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
天
照
大
神
以
前
、
つ
ま
り
現
象
世
界
が
形
成
す
る
前
の

「
神
世
七
代
」
と
呼
ば
れ
る
神
々
、
特
に
根
源
神
で
あ
る
国
常
立
尊

の
あ
り
方
は
ど
う
か
。
こ
の
こ
と
が
小
論
の
課
題
と
な
る
。
理
と
気
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に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
す
る
朱
子
学
が
語
る
世
界
と
、
神
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
と
す
る
神
道
が
語
る
世
界
と
に
は
大
き
な
違
い
が

あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
羅
山
は
い
か
に
し
て
こ
れ
を
越
え
る
の
か
。

　

な
お
、
こ
こ
で
一
つ
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
問
題
が
あ
る
。

こ
の
日
本
神
話
に
お
け
る
根
源
神
の
特
質
に
つ
い
て
で
あ
る
。
国

常
立
尊
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
（God

）
と
は
同
質
の
根
源
神
で
は

な
い
。『
日
本
書
紀
』
の
記
録
か
ら
み
る
と
、
神
が
生
ま
れ
る
前
に
、

世
界
は
す
で
に
渾
沌
と
い
う
元
初
形
態
を
と
っ
て
存
在
し
て
い
た
。

言
い
換
え
る
と
、
渾
沌
と
い
う
世
界
の
元
初
形
態
は
神
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
神
が
生
ま
れ
る
前
に
、
世
界
は
す
で
に

渾
沌
の
か
た
ち
を
と
っ
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
た
め
、
日
本
神
話
の
根
源
神
は
、
実
は
世
界
の
外
に
い
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い（

（
（

。
よ
っ
て
こ
の
元
初
形
態
の
渾
沌
と
、
そ
の
後
完
全

に
形
成
さ
れ
た
現
象
世
界
と
に
は
段
階
的
な
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、

と
も
に
世
界
の
形
態
で
あ
る
た
め
、
羅
山
か
ら
す
れ
ば
、
朱
子
学
理

気
論
と
い
う
構
造
論
を
適
用
す
る
の
も
不
当
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

根
源
神
と
目
さ
れ
る
国
常
立
尊
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
江
戸
時
代
に

形
成
さ
れ
た
理
当
心
地
神
道
以
前
の
諸
説
を
検
討
し
、
次
い
で
理
当

心
地
神
道
の
説
と
そ
れ
に
先
行
す
る
中
世
神
道
の
説
と
の
異
同
と
そ

の
因
由
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

二　

中
世
神
道
に
よ
る
国
常
立
尊
の
説
明

　

儒
家
神
道
に
お
け
る
根
源
神
の
説
き
方
の
特
質
を
考
察
す
る
前
提

と
し
て
、
本
節
で
は
、
中
国
思
想
情
報
の
使
用
法
に
注
意
し
つ
つ
、

中
世
神
道
に
お
け
る
国
常
立
尊
の
説
明
を
簡
略
に
う
か
が
い
た
い（

（
（

。

　

中
世
に
入
る
と
、
様
々
な
神
道
の
派
別
が
形
成
さ
れ
た
。
最
も
影

響
力
の
あ
る
存
在
は
伊
勢
神
道
で
あ
る
。
伊
勢
神
道
の
思
想
は
、
そ

れ
以
降
に
成
立
し
た
多
く
の
派
別
に
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
伊
勢
神

道
は
、
伊
勢
神
宮
外
宮
の
禰
宜
た
ち
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
神
道
体

系
で
あ
る
。「
天
照
大
神
」
を
祀
る
内
宮
の
権
威
に
対
抗
す
る
た
め
、

外
宮
の
禰
宜
た
ち
は
こ
の
神
道
を
用
い
て
外
宮
の
地
位
を
高
め
よ
う

と
し
た
。
外
宮
に
祀
ら
れ
る
神
は
食
べ
物
を
司
る
「
豊
受
大
神
」
と

い
う
神
で
あ
る
が
、
伊
勢
神
道
に
お
い
て
、
豊
受
大
神
は
実
際
に
は

国
常
立
尊
の
こ
と
と
み
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
宮
に
祀
ら
れ
る

「
地
神
五
代
」
の
一
番
目
で
あ
る
天
照
大
神
に
対
し
、
外
宮
に
祀
ら

れ
る
国
常
立
尊
は
「
天
神
七
代
」
の
一
番
目
で
あ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
神
仏
習
合
と
い
う
中
世
神
道
特
有
の
観
念
に
よ
っ
て
、
伊
勢

神
宮
の
内
宮
と
外
宮
は
そ
れ
ぞ
れ
仏
教
の
胎
蔵
界
・
金
剛
界
に
配
当

さ
せ
ら
れ
た（

（
（

。
天
照
大
神
は
大
日
如
来
の
垂
迹
で
あ
る
こ
と
に
対
し
、

国
常
立
尊
は
仏
教
の
「
尸
棄
大
梵
天
王
」「
大
毘
盧
遮
那
如
来
」
な

ど
に
配
当
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
も
記
録
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
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ま
た
、
記
紀
に
あ
る
「
天
御
中
主
神
」
な
ど
の
神
々
を
伊
勢
神
道

は
国
常
立
尊
の
別
名
と
み
な
し
た
。
こ
れ
は
後
世
に
「
国
常
立
尊
同

体
異
名
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
故
中
世
神
道
に
お
い
て
は
、『
古
事

記
』
に
あ
る
別
天
つ
神
を
国
常
立
尊
の
別
名
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
国
常
立
尊
の
出
現
以
前
に
す
で
に
神
が
い
た
と
い
う
こ
と
を
回

避
し
、
根
源
神
と
い
う
国
常
立
尊
の
地
位
を
定
め
た
。
こ
れ
だ
け
で

は
な
く
、『
中
臣
祓
訓
解
』
に
影
響
さ
れ
、
国
常
立
尊
は
「
大
元
神
」

（「
大
元
尊
神
」
と
も
い
う
）
で
も
あ
る
と
言
う（

（
（

。
伊
勢
神
道
の
最
も
重

要
な
経
典
で
あ
る
「
神
道
五
部
書（

（1
（

」
の
一
つ
で
あ
る
『
豊
受
皇
太
神

御
鎮
座
本
紀
』
で
は
、
こ
の
よ
う
に
い
う
（
な
お
書
き
下
し
は
本
稿
筆

者
に
よ
る
）。

蓋
し
聞
く
、
天
地
未
だ
剖
れ
ず
、
陰
陽
分
れ
ざ
る
以
前
、
是
れ

混
沌
と
名
づ
く
。
万
物
の
霊
是
れ
封
じ
て
虚
空
神
と
名
づ
く
。

亦
た
大
元
神
と
曰
う
。
亦
た
国
常
立
神
。
亦
た
俱
生
神
と
名
づ

く
。
希
夷
視
聴
の
外
、
氤
氳
気
象
の
中
、
虚
に
し
て
霊
有
り
、

一
に
し
て
體
無
し
。

こ
の
引
用
文
の
「
希
夷
視
聴
の
外
、
氤
氳
気
象
の
中
、
虚
に
し
て
霊

有
り
、
一
に
し
て
體
無
し
」
は
、『
老
子
』『
易
』
の
言
葉
を
用
い

な
が
ら
、
国
常
立
尊
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
希
夷
」

は
『
老
子
』
第
十
四
章
の
内
容
の
「
視
之
不
見
、
名
曰
夷
、
聴
之
不

聞
、
名
曰
希
」
に
よ
り
、「
氤
氳
」
は
『
易
』
第
八
「
繫
辞
伝
」
下

の
「
天
地
絪
縕
（
氤
氳
）、
万
物
化
淳
、
男
女
構
精
、
万
物
化
生
」
に

よ
る
。
ち
な
み
に
神
の
あ
り
方
に
関
す
る
こ
の
説
明
は
、
そ
れ
以
後

の
各
流
派
の
神
道
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
伊
勢
神
道
の
も

う
一
つ
の
書
物
で
あ
る
『
神
皇
実
録
』
に
お
い
て
は
、「
大
元
」
を

「
名
無
し
の
名
、
状
無
し
の
状
」
と
解
釈
し
、「
国
常
立
尊
」
を
「
名

無
き
状
無
し
の
神
」
と
語
る（

（1
（

。
こ
こ
も
や
は
り
『
老
子
』
の
「
無

名
天
地
之
始
」（
第
一
章
）
と
「
是
謂
無
状
之
状
、
無
象
之
象
」（
第

十
四
章
）
と
い
う
言
葉
を
用
い
な
が
ら
説
明
す
る
。
伊
勢
神
道
で
は
、

『
老
子
』『
易
』
な
ど
、
中
国
伝
来
の
思
想
が
積
極
的
に
神
道
解
釈
に

用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

右
に
挙
げ
た
国
常
立
尊
に
関
す
る
説
を
含
め
て
、
伊
勢
神
道
は
そ

の
後
の
中
世
神
道
な
い
し
儒
家
神
道
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
。

そ
の
中
に
、
吉
田
神
道
が
あ
る
。
伊
勢
神
道
の
説
の
多
く
は
、
儒

家
神
道
に
大
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
吉
田
神
道
（
特
に
「
清
家
神
道
」）

に
吸
収
さ
れ
た
。
例
え
ば
『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』
に

「
人
は
乃
ち
天
下
の
神
物
な
り
。
須
く
静
謐
を
掌
る
べ
し
。
心
は
乃

ち
神
明
の
主
た
り
。
心
の
神
を
傷
つ
く
こ
と
莫
れ
」
の
よ
う
な
人
間

の
「
心
」
を
重
視
す
る
内
容
が
み
ら
れ
る
。

　

心
を
重
視
す
る
こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
吉
田
神
道
に
取
り
入
れ
ら

れ
、「
一
神
は
即
ち
八
百
万
の
神
、
八
百
万
の
神
は
即
ち
一
神
」
と

い
う
説
と
を
結
び
つ
い
て
、
心
に
宿
る
神
は
国
常
立
尊
で
あ
る
と
い

う
こ
と
と
な
っ
た（

（1
（

。
や
が
て
こ
の
説
が
理
当
心
地
神
道
に
も
取
り
入

れ
ら
れ
る
。
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さ
て
、
以
上
の
、
根
源
神
で
あ
る
国
常
立
尊
が
現
れ
る
そ
の
場

所
で
あ
る
、
世
界
の
元
初
の
姿
で
あ
る
「
渾
沌
（
混
沌
）」
に
つ
い
て
、

中
世
神
道
は
ど
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、「
天
地
未
剖
」
の
時
の
状
態
は
「
鶏

子
」
の
よ
う
な
「
渾
沌
」
で
あ
り
「
溟
涬
」
で
あ
る
。
ど
ろ
ど
ろ
し

た
状
態
で
、
何
の
区
別
も
付
け
難
い
段
階
で
あ
る
。
中
世
神
道
の
書

物
に
お
け
る
「
渾
沌
」
に
関
す
る
内
容
を
読
む
と
、
非
常
に
古
い
も

の
も
含
め
て
中
国
伝
来
の
思
想
に
よ
る
説
明
が
夥
し
く
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
。
名
高
い
北
畠
親
房
（
一
二
九
三
〜
一
三
五
四
）
の
説
を
例
と

し
て
見
た
い
。
彼
の
神
道
説
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
神
道
諸
説
、

特
に
伊
勢
神
道
の
影
響
の
ほ
か
、
中
国
思
想
、
仏
教
思
想
の
言
葉
が

多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
『
東
家
秘
伝（

（1
（

』
の
中
で
こ
の
よ
う
に

書
く
。渾

沌
ハ
、
天
地
未
剖
之
理
、
一
物
未
生
ノ
前
也
。
解
シ
テ
曰
、

一
物
未
生
ノ
前
ナ
レ
ハ
、
字
ク
可
キ
之
処
モ
非
ス
、
象
ト
ル
可

之
形
モ
無
、
鶏
子
如
溟
涬
而
牙
含
云
、
浮
膏
猶
而
漂
蕩
ト
モ
云

ヒ
、
海
上
浮
雪
猶
根
係
所
無
云
リ
、
且
ク
喩
取
之
論
ス
ト
雖
ト

モ
、
実
ニ
形
體
有
ル
コ
ト
ト
モ
之
言
可
不
。
有
ヲ
ハ
無
ニ
対
ス

ル
名
、
無
ハ
有
ニ
対
ス
ル
称
也
。
有
無
ヲ
離
テ
、
名
字
立
未
時

ヲ
、
渾
沌
ト
云
ヘ
シ
。
然
モ
此
ノ
渾
沌
ノ
位
ニ
、
五
大
ヲ
具
足

シ
、
万
徳
ヲ
円
備
セ
リ
。
…
…
渾
沌
モ
又
此
如
也
。
又
一
物
未

生
ノ
時
ヲ
ハ
、
儒
典
ニ
ハ
、「
元
気
」
ト
モ
、「
太
極
」
ト
モ
、

「
太
一
」
ト
モ
云
可
シ
、
此
元
気
、
霧
如
ク
シ
テ
、
六
合
充
塞
、

此
ノ
中
ニ
水
火
ノ
二
徳
ア
リ
、
是
身
心
ノ
根
元
ナ
リ
。（「
一
、

天
地
未
タ
剖
、
渾
沌
ト
名
ク
也
」）

　

こ
の
章
で
は
、
混
沌
に
つ
い
て
、「
鶏
子
の
如
く
し
て
溟
涬
に
し

て
牙
を
含
む
」「
浮
膏
の
猶
く
し
て
漂
蕩
る
」「
海
上
の
浮
雪
の
猶
く

し
て
根
係
す
る
所
無
し
」
と
、
記
紀
の
記
録
や
神
道
諸
説
を
借
り

て
譬
え
て
説
明
す
る
。
さ
ら
に
、
渾
沌
は
形
体
が
あ
る
と
も
言
え
ず
、

言
葉
で
有
り
無
し
と
形
容
で
き
な
い
た
め
、「
渾
沌
」
と
呼
ぶ
と
言

う
。
そ
し
て
中
国
思
想
（
こ
こ
で
親
房
は
「
儒
典
」
と
い
う
言
葉
で
概
括
す

る
）
の
言
葉
で
、「
元
気
」「
太
極
」「
太
一
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

別
の
も
う
一
章
「
一
、
陰
陽
初
テ
判
レ
テ
、
一
物
中
ニ
生
ス
也
」

で
は
こ
の
よ
う
に
言
う
。

故
天
ノ
三
道
出
生
ス
、
而
此
ノ
中
ノ
位
ハ
空
也
。
一
ヨ
リ
二
ヲ

生
ス
、
二
三
ヲ
生
シ
テ
、
天
地
ノ
道
極
ル
故
ニ
、
太
極
之
一
ハ
、

三
函
テ
ト
云
ヘ
リ
。
…
…
天
地
之
中
一
物
生
、
状
葦
牙
若
、
便

神
化
為
。
国
常
立
尊
号
云
ハ
、
此
中
央
ノ
五
位
ニ
、
相
応
シ
テ

化
生
シ
給
ヘ
ル
神
也
。
此
神
ヲ
ハ
、
又
ハ
天
常
立
ト
モ
、
天
御

中
主
ト
モ
申
。
元
気
ヨ
リ
萌
牙
シ
、
五
大
ヲ
化
成
シ
給
ヘ
リ
。

又
ハ
天
狹
霧
・
国
狭
霧
ト
モ
申
、
出
生
ノ
根
元
ヲ
称
シ
奉
ル
也
。

又
ハ
天
禅（
譲
）日
・
国
禅
月
ト
モ
申
、
陰
陽
不
二
ノ
独
尊
タ
ル
御
号

也
。
此
ノ
神
、
五
大
ヲ
一
身
ニ
備
ヘ
給
ヘ
リ
。
然
而
独
立
ノ
尊

ニ
坐
セ
ハ
、
五
徳
ノ
一
ヲ
以
テ
、
之
名
可
不
、
故
天
地
俱
生
ノ
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神
ト
モ
申
也
。

　
「
一
ヨ
リ
二
ヲ
生
ス
…
…
」
は
『
老
子
』
の
「
道
生
一
、
一
生
二
、

二
生
三
、
三
生
万
物
」（
第
四
十
二
章
）
に
拠
ろ
う
。
天
地
が
初
め
て

分
か
れ
か
け
る
と
き
、
そ
の
中
に
国
常
立
尊
が
生
じ
る
と
言
う
。

　

す
な
わ
ち
、
理
当
心
地
神
道
が
誕
生
す
る
江
戸
初
期
よ
り
も
以
前

の
中
世
で
は
、
仏
教
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
思
想
の
全
般
的
概
念
に

よ
っ
て
神
道
を
説
明
す
る
こ
と
が
か
な
り
普
遍
的
に
な
っ
て
い
た
。

伊
勢
神
道
末
期
の
著
作
で
あ
る
『
類
聚
神
祇
本
源
』
の
「
天
地
開
闢

篇
」
に
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
が
網
羅
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
引
用
さ
れ
る
書

物
と
し
て
は
『
古
今
帝
王
年
代
暦
紀
』（
晉
？
・
皇
甫
謐
『
帝
王
世
紀
』

に
関
係
す
る
か
）、『
新
端
分
門
纂
図
博
聞
録
』（
南
宋
？
・
陳
元
靚
『
博
聞

録
』
に
関
係
す
る
か
）、『
周
子
通
書
』（
北
宋
・
周
敦
頤
）、『
老
子
道
経
』

（
漢
以
前
）、『
五
行
大
義
』（
隋
・
蕭
吉
）、『
三
五
暦
紀
』（
三
国
呉
・
徐

整
）、『
老
子
述
義
』（
唐
・
賈
大
隠
）、『
易
緯
』（
漢
以
前
）、『
列
子
』

（
漢
以
前
）
な
ど
が
あ
り
、
道
家
・
易
・
太
極
・
五
行
な
ど
、
幅
広
く

記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
っ
て
、
神
道
側
が
、
中
国

思
想
の
用
語
で
世
界
万
物
の
起
源
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
中
で
、
北
宋
の
周
敦
頤
（
一
〇
一
七
〜
一
〇
七
三
）
の
『
太
極

図
説
』
が
特
に
重
視
さ
れ
る
書
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
神
道
に

お
け
る
「
渾
沌
」
と
同
じ
よ
う
な
概
念
は
『
太
極
図
説
』
に
お
い
て

は
「
無
極
而
太
極
」
に
相
当
す
る
。
ま
た
、「
渾
沌
」「
太
極
」
以
外

に
「
太
易
」「
太
初
」「
太
始
」「
太
素
」「
混
淪
」
な
ど
、
似
た
概
念

の
言
葉
が
、
中
国
思
想
の
書
物
の
そ
こ
か
し
こ
に
存
在
す
る
。
前
掲

の
資
料
年
代
を
見
る
と
、
中
国
宋
代
の
書
物
が
す
で
に
神
道
側
に
伝

播
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
中
世
神
道
に
お
い
て
は
、
中
国
思
想
用
語
に
よ
る
説
明

が
多
く
あ
る
と
と
も
に
、
仏
教
思
想
な
ど
、
中
国
思
想
以
外
の
も
の

に
よ
る
説
明
が
隆
盛
し
て
い
た
。
仏
教
思
想
を
排
除
し
、
中
国
思
想

を
主
要
に
使
用
す
る
理
当
心
地
神
道
は
、
数
百
年
も
後
の
江
戸
時
代

初
期
に
は
じ
め
て
現
わ
れ
る
。
で
は
、
羅
山
は
な
ぜ
そ
れ
ま
で
の
中

世
神
道
と
は
異
な
る
、
仏
教
要
素
抜
き
の
神
道
説
を
唱
え
得
た
の
か
。

な
ぜ
儒
学
・
朱
子
学
な
ど
の
中
国
思
想
に
よ
っ
て
神
道
を
説
明
す
べ

き
と
羅
山
は
考
え
る
の
か
。「
儒
者
だ
か
ら
」
と
か
「
儒
者
な
ら
で

は
」
と
か
と
い
う
単
純
な
動
機
づ
け
に
よ
っ
て
は
こ
の
問
題
を
は
理

解
で
き
な
い
。
そ
の
答
え
を
導
き
出
す
た
め
に
、
こ
の
数
百
年
間
に

中
国
思
想
情
報
の
あ
り
方
に
何
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
ま
ず
は

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

三　

中
世
か
ら
近
世
へ
─
中
国
思
想
情
報
理
解
の
転
換

　

日
本
に
お
い
て
、
中
国
思
想
は
固
有
で
は
な
く
、
外
来
思
想
の
一

つ
で
あ
る
。
日
本
の
思
想
家
た
ち
が
中
国
思
想
情
報
を
理
解
す
る
た

め
に
使
用
す
る
道
具
は
、
主
に
中
国
か
ら
ま
た
朝
鮮
半
島
経
由
し
て

伝
来
し
た
書
籍
で
あ
っ
た
。
日
本
の
中
世
は
お
よ
そ
中
国
の
宋
か
ら

日本思想史学-論文3-韋佳氏　　［出力］ 2015年9月25日　午後3時32分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



95　根源神・国常立尊の説明方式から見る理当心地神道の「神」観念

明
代
に
あ
た
り
、
羅
山
が
い
る
江
戸
時
代
初
期
は
中
国
の
明
末
時
代

に
あ
た
る
。
中
国
思
想
情
報
伝
来
の
時
代
的
対
応
を
お
お
ま
か
に
考

え
る
と
、
親
房
の
時
代
な
ら
中
国
の
南
宋
以
前
の
資
料
、
羅
山
の
時

代
な
ら
加
え
て
明
代
の
資
料
が
日
本
で
は
見
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、
羅
山
の
時
代
に
は
、
日
本
の
中
世
で
は
読
ま
れ
る
こ
と

が
あ
り
得
な
い
明
中
期
頃
以
降
の
資
料
が
日
本
で
見
ら
れ
て
い
た
。

江
戸
の
儒
学
者
が
本
格
的
に
使
用
し
た
朱
子
学
情
報
は
、
親
房
の
時

代
の
日
本
に
お
い
て
は
ま
だ
先
端
的
な
も
の
で
あ
り
、
充
分
に
理
解

で
き
る
ま
で
に
は
な
お
至
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

中
世
神
道
説
の
確
立
か
ら
儒
家
神
道
学
説
が
成
立
す
る
十
七
世
紀

前
半
ま
で
の
数
百
年
間
に
お
い
て
、
中
国
で
は
朱
子
学
の
社
会
的
位

置
と
内
容
が
大
き
く
変
化
し
た
。
朱
熹
に
よ
っ
て
朱
子
学
が
形
成
さ

れ
て
以
来
、
そ
も
そ
も
そ
の
中
身
は
一
定
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

朱
子
学
は
朱
熹
個
人
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
集
団
の
思
想
か
ら
、
科
挙

の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
解
釈
も

多
様
に
な
り
つ
つ
、
南
宋
末
以
後
は
道
学
体
系
の
代
名
詞
に
な
っ
て

い
っ
た
。
人
々
は
多
く
朱
子
学
の
世
界
観
で
世
界
万
物
を
見
て
、
朱

子
学
の
用
語
で
自
ら
の
説
を
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

中
国
で
明
代
朱
子
学
が
現
わ
れ
た
の
は
、
も
と
も
と
は
朱
子
学
自

体
の
展
開
に
よ
る
。
理
気
関
係
面
に
お
い
て
理
を
実
体
視
す
る
傾
向

が
強
く
な
り
、
そ
れ
に
対
す
る
警
戒
と
し
て
明
代
朱
子
学
は
理
と
気

と
の
一
体
性
を
重
視
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
明
代
の
半
ば
、
王
陽
明

（
守
仁
、
一
四
七
二
〜
一
五
二
八
）
は
、（
彼
が
み
る
限
り
の
）
朱
子
学
的
な

外
的
な
理
よ
り
も
内
的
な
心
を
重
視
し
、
宋
代
の
朱
子
学
と
大
き
く

異
な
る
「
心
学
」
と
呼
ば
れ
る
学
説
を
提
出
し
た
。
こ
の
王
陽
明
の

「
心
学
」
に
対
し
明
代
の
朱
子
学
者
は
、「
心
」
を
朱
子
学
的
に
位
置

づ
け
る
た
め
に
世
界
万
物
を
構
成
的
に
語
る
意
図
か
ら
、
理
気
論
を

重
点
的
に
議
論
し
、
朱
子
学
の
純
粋
性
を
保
と
う
と
し
た
。
心
を
重

視
す
る
陽
明
心
学
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
明
代
朱
子
学
は
理
気
論
に

よ
っ
て
心
の
説
明
に
つ
と
め
た
。
明
代
朱
子
学
の
そ
の
理
気
論
に
お

い
て
理
と
気
の
関
係
が
多
く
議
論
さ
れ
、
朱
子
学
を
受
容
す
る
同
時

代
の
東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
に
対
し
、
朱
子
学
理
気
論
を
検
討
す
る
重

要
な
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
に
渡
っ
た
そ
れ
ら
の
明
代
朱
子
学
の
書
物
を
見
る
と
、
そ
の

基
本
的
な
内
容
は
、
朱
子
学
理
気
心
性
論
の
立
場
に
よ
っ
て
仏
教
・

老
荘
・
陸
王
の
説
な
ど
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
。
羅
山
と
の
関
係

で
注
意
す
べ
き
は
、
陳
建
の
『
学
蔀
通
辯
』、
詹
陵
の
『
異
端
辯
正
』、

羅
欽
順
の
『
困
知
記
』
な
ど
で
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
書
物
に
は
、
理
と

気
と
の
一
体
性
を
語
る
言
葉
が
多
く
あ
る
。
羅
欽
順
（
一
四
六
五
〜
一

五
四
七
）
を
例
と
す
れ
ば
、「
気
が
あ
る
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
そ
の

状
態
で
あ
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
の
が
「
理
」
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
働
き
は
気
に
お
い
て
し
か
働
か
ず
、
気
の
外
に
実
体
的
に
あ
る
も

の
で
は
な
い
」
と
、
言
わ
れ
る
よ
う
に（

（1
（

、
理
と
気
と
の
一
体
性
が
そ

こ
で
は
重
視
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
理
と
気
と
を
わ
け
て
認
識
す
る
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と
み
え
る
朱
熹
の
論
よ
り
も
、
相
対
的
に
は
、
理
と
気
と
の
一
体
性

を
こ
の
明
代
朱
子
学
は
重
視
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
明
代
朱
子
学
が
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
、
朝
鮮
半

島
で
議
論
し
て
形
成
さ
れ
た
朝
鮮
朱
子
学
と
、
お
よ
び
明
代
朱
子
学

が
ラ
イ
バ
ル
視
す
る
陽
明
学
と
と
も
に
、
近
世
初
頭
の
日
本
に
伝
来

し
た
。

　

羅
山
は
最
新
情
報
の
こ
の
明
代
朱
子
学
を
大
い
に
読
ん
だ
。
三
男

鵞
峯
が
著
し
た
『
羅
山
先
生
年
譜
』（
弘
文
社
刊
・
京
都
史
跡
会
『
林
羅

山
詩
集
』
付
録
）
慶
長
九
年
の
条
に
収
録
す
る
「
既
見
書
目
」
を
み
る

と
、
羅
山
が
二
十
二
歳
の
時
に
読
ん
で
い
た
書
物
の
中
に
、
上
述
の

『
困
知
記
』『
学
蔀
通
辯
』『
異
端
辯
正
』
な
ど
の
明
代
朱
子
学
の
著

作
、
お
よ
び
『
天
命
図
説
』
な
ど
の
朝
鮮
朱
子
学
の
著
作
が
多
く
あ

る
。
阿
部
吉
雄
は
、『
日
本
朱
子
学
と
朝
鮮
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
六
五
年
）
第
一
篇
「
惺
窩
・
羅
山
と
朝
鮮
儒
学
」
第
二
章
「
林
羅

山
と
朝
鮮
儒
学
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
書
物
を
考
証
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
羅
山
は
明
代
朱
子
学
と
朝
鮮
朱
子
学
の
影
響
を
強
く
受

け
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
阿
部
氏
は
さ
ら
に
羅
山
が
自
ら
筆

写
し
た
『
困
知
記
』
と
『
異
端
辯
正
』、
点
を
施
し
た
『
学
蔀
通
辯
』

が
伝
存
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
国
立
公
文
書
館
・
内
閣
文
庫

所
蔵
書
の
状
態
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。

羅
欽
順
『
困
知
記
』
一
冊
、
羅
山
手
抄
、
加
点
（
本
稿
筆
者
確
認
。

以
下
、
同
じ
）

陳
建
『
学
蔀
通
辯
』
四
冊
、
刊
本
、
羅
山
加
点
（
第
三
冊
は
抄
本
、

半
分
以
上
は
羅
山
手
抄
、
鵞
峯
が
記
し
た
跋
文
有
り
）

詹
陵
『
異
端
辯
正
』
三
冊
、
羅
山
手
抄
、
加
点
（
鵞
峯
が
記
し
た
跋

文
有
り
）

　

ま
た
、
三
男
鵞
峯
の
跋
文
に
言
う
「
巻
舒
不
措
」（『
学
蔀
通
辯
』
跋

文
）、「
敏
速
写
之
」「
悔
其
紙
之
薄
」（『
異
端
辯
正
』
跋
文
）
な
ど
の
文

に
よ
る
と
、
羅
山
が
こ
れ
ら
の
明
代
朱
子
学
の
書
物
を
愛
読
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
写
に
よ
り
そ
の
内
容
は
彼
の
頭
に
確
実
に
定

着
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
羅
山
は
若
い
こ
ろ
、
す
で
に
朱
子
学
に
お
け
る
理
と

気
と
の
一
体
性
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
読
ん
だ
明
代
朱
子

学
の
書
物
に
よ
る
影
響
で
あ
る
。
羅
山
が
い
た
日
本
の
近
世
初
期
と

い
う
時
代
に
お
い
て
、
中
国
明
代
朱
子
学
の
説
は
最
先
端
の
学
問
で

あ
る
。
明
代
朱
子
学
は
、
陽
明
心
学
と
対
抗
す
る
た
め
理
と
気
の
関

係
に
ま
つ
わ
る
説
明
が
多
く
な
っ
た
理
気
論
に
向
う
朱
子
学
で
あ
る
。

こ
の
新
し
く
入
っ
た
理
気
論
を
理
解
し
、
は
じ
め
て
日
本
の
儒
学
者

は
朱
子
学
を
用
い
て
世
界
万
物
を
構
造
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
羅
山
と
そ
の
師
で
あ
る
藤
原
惺
窩
（
一
五
六
一
〜
一

六
一
九
）
は
、
朱
子
学
理
気
論
の
し
く
み
を
使
え
る
条
件
が
ま
さ
し

く
整
っ
た
時
代
の
最
初
の
人
で
あ
る
。

　

朱
子
学
理
気
論
と
い
う
有
効
な
武
器
を
手
に
入
れ
た
羅
山
は
、
真

っ
先
に
そ
れ
を
仏
教
批
判
に
使
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
陸
象
山
と
王
陽

日本思想史学-論文3-韋佳氏　　［出力］ 2015年9月25日　午後3時32分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



97　根源神・国常立尊の説明方式から見る理当心地神道の「神」観念

明
の
「
心
即
理
」
の
学
説
を
も
批
判
し
た
。
惺
窩
に
師
事
す
る
前
の

慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
、
羅
山
二
十
二
歳
）、
陸
象
山
批
判
を
羅
山
は
書

簡
の
形
で
早
く
も
惺
窩
に
提
示
し
た（

（1
（

。
そ
の
批
判
内
容
は
、
ま
さ
に

「
無
極
而
太
極
」
と
い
う
理
気
論
に
お
け
る
最
重
要
問
題
で
あ
っ
た
。

若
き
羅
山
が
陸
象
山
と
王
陽
明
の
理
気
論
を
批
判
し
た
り
質
問
し
た

り
す
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
「
心
学
」
的
理
気
論
に
興
味
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
頃
の
彼
が
陸
王
の
学

問
を
完
全
に
は
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
理
と
気
と
の
関
係
を
羅
山
が
、「
理
ト
気
一
カ
二
カ
。

王
守
仁
曰
ク
、
理
ハ
気
ノ
条
理
、
気
ハ
理
ノ
運
用
」
と
論
じ
る
随
筆

の
一
条
が
や
や
後
年
の
『
文
集
』
に
あ
る（

（1
（

。
こ
こ
で
彼
は
、
王
守

仁
、
す
な
わ
ち
王
陽
明
の
言
葉
（『
伝
習
録
』
巻
中
「
答
陸
原
静
書
」
一
）

を
使
う
。
王
陽
明
も
理
と
気
と
の
一
体
性
を
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
す
る
と
羅
山
は
陽
明
学
理
気
論
に
影
響
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
一
見

み
え
る
。
し
か
も
、
理
気
関
係
に
関
す
る
こ
の
頃
の
羅
山
説
で
、
こ

の
「
理
ハ
気
ノ
条
理
、
気
ハ
理
ノ
運
用
」
の
語
は
何
度
も
言
及
さ
れ

て
い
る
。
羅
山
の
理
気
論
の
先
行
研
究
が
、「
羅
山
の
理
気
論
は
惺

窩
の
歿
年
の
こ
ろ
を
境
に
し
て
、「
心
外
理
な
し
」
と
い
う
陽
明
の

理
気
一
元
論
か
ら
、
心
外
に
天
理
の
分
殊
を
説
く
朱
子
の
理
気
二
元

論
へ
移
っ
て
い
っ
た（

（1
（

」
と
す
る
の
は
、
こ
の
言
葉
の
た
め
で
あ
る
。

　

で
は
、
朝
鮮
朱
子
学
の
学
説
に
関
す
る
羅
山
の
理
解
は
ど
う
で
あ

ろ
う
。『
林
羅
山
文
集
』
巻
第
五
十
三
「
題
跋
」
三
に
元
和
辛
酉
年

（
一
六
二
一
、
羅
山
三
十
九
歳
）
に
著
し
た
「
天
命
図
説
跋
」
が
三
編
あ

る
。『
天
命
図
説
』
と
は
、
朝
鮮
儒
者
李
退
渓
（
一
五
〇
一
〜
一
五
七

〇
）
が
鄭
秋
巒
（
一
五
〇
九
〜
一
五
六
一
）
の
『
天
命
図
』
を
改
訂
し
て

成
っ
た
書
物
で
あ
る
。
後
世
に
「
四
端
七
情
理
気
辯
」
と
呼
ば
れ
る

朱
子
学
論
争
の
発
端
に
な
る
書
物
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
跋
文
に

お
い
て
羅
山
は
、
そ
の
（
性
理
気
質
を
論
す
る
）
内
容
が
中
国
の
先
儒

た
ち
の
話
と
違
い
が
な
い
た
め
に
認
め
る
。
そ
の
内
容
は
、
羅
欽
順

の
『
困
知
記
』
の
そ
れ
に
比
べ
て
優
れ
て
い
る
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、

李
退
渓
の
『
天
命
図
説
』
も
羅
欽
順
の
『
困
知
記
』
も
、
そ
の
内
容

を
評
価
で
き
る
ほ
ど
に
羅
山
は
よ
く
読
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

し
か
し
羅
山
は
、
朝
鮮
朝
第
一
の
儒
者
と
当
時
み
ら
れ
て
い
た
李

退
渓
の
説
に
関
し
て
そ
の
全
て
を
認
め
る
評
価
を
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
し
、
王
陽
明
の
学
説
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
た
わ
け
で
も
な

い
。

　

す
な
わ
ち
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
、
羅
山
五
十
四
歳
）
十
二
月
、

徳
川
家
光
（
一
六
〇
四
〜
一
六
五
一
）
に
拝
謁
し
た
朝
鮮
通
信
使
に
返

信
す
る
た
め
に
「
朝
鮮
国
ノ
三
官
使
ニ
寄
ス
」（『
文
集
』
巻
第
十
四

「
外
国
書
」
下
）
と
い
う
文
書
を
彼
は
作
成
し
た
。
そ
の
文
書
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

貴
国
ノ
先
儒
退
渓
李
滉
、
専
ラ
程
張
朱
子
ノ
説
ニ
依
テ
、
四
端

七
情
理
気
ヲ
分
ツ
辯
ヲ
作
テ
、
以
テ
奇
大
升
ニ
答
フ
。
其
意
謂
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ラ
ク
四
端
ハ
理
ニ
出
テ
、
七
情
ハ
気
ニ
出
ツ
。
此
レ
乃
シ
朱
子

ノ
云
フ
所
四
端
ハ
理
ノ
発
、
七
情
ハ
気
ノ
発
ナ
リ
。
末
学
膚
浅
、

豈
ニ
其
ノ
閒
ニ
喙
ヲ
容
レ
ン
ヤ
。
退
渓
カ
辯
尤
モ
嘉
ス
ベ
シ
。

我
レ
曾
テ
其
ノ
答
ヲ
見
テ
、
未
タ
其
ノ
問
ヲ
見
ス
。
是
ヲ
以
テ

之
レ
ヲ
思
フ
、
其
ノ
理
気
ヲ
分
ツ
、
則
チ
太
極
ハ
理
ナ
リ
、
陰

陽
ハ
気
ナ
リ
ト
曰
テ
、
合
一
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
ン
ハ
、
則
チ
其

ノ
弊
ヘ
支
離
ニ
至
ラ
ン
カ
。
理
気
ヲ
合
ス
ル
コ
ト
則
チ
理
ハ
気

ノ
条
理
ナ
リ
、
気
ハ
理
ノ
運
用
ナ
リ
ト
曰
テ
、
善
悪
ヲ
択
ハ
ズ

ン
ハ
、
則
チ
其
ノ
弊
蕩
莽
ニ
至
ラ
ン
カ
。
方
寸
ノ
内
、
当
ニ
明

ニ
辨
ス
ヘ
キ
所
ロ
ナ
リ
。
大
升
カ
問
フ
所
果
シ
テ
如
何
ン
。

　

李
退
渓
の
学
説
を
「
天
命
図
説
跋
」
の
よ
う
に
認
め
る
態
度
が
一

変
し
、
こ
の
文
で
は
理
気
を
分
け
て
合
一
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
「
支

離
の
弊
」
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
王
陽
明

『
伝
習
録
』
の
「
理
ハ
気
ノ
条
理
ナ
リ
、
気
ハ
理
ノ
運
用
ナ
リ
」
と

い
う
言
葉
を
用
い
つ
つ
、
理
気
を
合
一
し
て
分
け
な
い
先
の
引
用
箇

所
に
つ
い
て
も
「
蕩
莽
の
弊
」
が
あ
る
と
批
判
す
る
（
直
接
に
は
奇
大

升
へ
の
疑
念
表
明
）。
こ
の
文
章
の
作
成
年
代
か
ら
考
え
る
と
、
羅
山

は
少
な
く
と
も
そ
の
五
十
代
は
、
理
気
を
区
別
す
る
こ
と
と
理
気
の

一
体
性
と
を
両
方
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

羅
山
早
年
の
理
気
一
体
性
の
重
視
は
、
先
学
に
よ
っ
て
「
理
気
一

元
論
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
理
と
気
と
の
一
体
性
と
、
理

と
気
と
の
同
一
視
・
一
元
視
と
は
、
全
く
異
な
る
問
題
で
あ
る
。
羅

山
は
、
理
と
気
と
を
終
始
区
別
し
て
い
た
。
た
だ
し
当
初
、
理
と
気

と
の
一
体
性
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
が
、
後
に
朱
熹
の
テ
キ
ス
ト
の

理
解
が
深
ま
り
、
理
と
気
を
区
別
し
な
が
ら
、
同
時
に
現
象
に
お
け

る
そ
の
一
体
性
を
み
る
と
い
う
、
両
方
同
時
存
立
的
な
説
き
方
に
な

っ
た
と
み
る
の
が
穏
当
な
理
解
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
理
気
の

一
元
論
か
ら
二
元
論
へ
の
転
向
と
い
う
問
題
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
北
畠
親
房
の
よ
う
な
中
世
的
知
識
世
界
の

人
は
、
日
本
に
渡
っ
た
中
国
の
宋
学
情
報
を
唐
以
前
の
情
報
と
一
緒

に
み
る
場
に
い
た
。
当
初
、
日
本
の
近
世
初
頭
の
儒
学
者
は
そ
の
場

に
い
た
が
、
明
代
朱
子
学
を
修
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
朱
子
学
の
理

気
論
を
朱
子
学
の
も
の
と
し
て
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
初
め
て
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
、
明
代
朱
子
学
が
到
来
す
る

以
前
に
、
朱
熹
の
理
気
論
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
日
本
で
は
困

難
で
あ
っ
た
。
親
房
を
は
じ
め
と
す
る
中
世
の
人
々
は
、
世
界
万
物

を
構
造
的
に
説
明
す
る
原
理
と
し
て
は
、
理
気
論
を
ま
だ
充
分
に
は

使
用
で
き
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
明
代
朱
子
学
の

伝
来
に
よ
っ
て
近
世
初
頭
日
本
の
儒
学
者
に
よ
る
朱
子
学
理
気
論
の

理
解
が
、
中
世
の
そ
れ
よ
り
も
深
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
世

界
万
物
を
構
造
的
に
説
明
す
る
論
理
と
し
て
朱
子
学
理
気
論
が
、
日

本
の
儒
学
者
に
は
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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四　

理
当
心
地
神
道
に
お
け
る
国
常
立
尊
の
記
述
の
成
立

　

江
戸
時
代
初
頭
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
の
中
世
神
道
諸
説
と
は
異
質

的
な
神
道
説
が
現
れ
た
。
儒
家
神
道
で
あ
る
。
異
質
と
い
う
の
は
、

こ
の
神
道
が
新
た
な
論
理
の
基
盤
す
な
わ
ち
朱
子
学
理
気
論
・
鬼
神

論
の
上
に
築
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
朱
子
学
理
気
論
・
鬼
神
論
に
よ

っ
て
「
神
」
を
説
明
す
る
理
当
心
地
神
道
は
、
世
界
万
物
を
生
ん
だ

「
神
」
の
神
秘
性
を
説
明
し
き
れ
な
い
と
い
う
先
行
研
究
の
認
識
が

あ
る
。
し
か
し
羅
山
は
そ
の
よ
う
に
は
思
っ
て
い
な
い
。
彼
は
朱
子

学
理
気
論
・
鬼
神
論
が
神
道
を
説
明
す
る
最
も
適
切
な
論
理
だ
と
し

て
、
そ
う
し
た
先
学
の
認
識
と
正
反
対
の
立
場
か
ら
神
道
を
説
こ
う

と
し
た
。
そ
の
著
書
の
『
神
道
秘
伝
折
中
俗
解（

（2
（

』
巻
第
十
三
の
「
三

種
鬼
神
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

・
天
地
之
鬼
神
ハ
、
日
月
星
辰
風
雨
寒
暑
往
来
四
時
移
換
リ
、
昼

ト
也
、
夜
ト
也
、
万
物
死
生
変
化
ス
ル
ハ
、
造
化
迹
也
。

・
造
化
ノ
所
為
ヲ
指
テ
鬼
神
ト
云
也
。

・
是
又
陰
陽
ノ
自
ヨ
ク
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
鬼
神
ハ
二
気
ノ
良
能

也
ト
モ
云
ヘ
リ
。
鬼
ト
神
ト
ヲ
分
テ
言
ト
キ
ハ
、
気
ノ
伸
ル
者

ヲ
神
ト
シ
、
気
ノ
帰
ル
者
ヲ
鬼
ト
ス
。
屈
伸
往
来
ア
リ
テ
元
本

一
気
也
。

・
天
地
陰
陽
ノ
気
ヲ
受
テ
生
ル
ル
ユ
ヘ
ニ
、
鬼
神
魂
魄
皆
人
ノ
身

ニ
備
ル
。

　
「
三
種
鬼
神
」
と
い
う
言
い
方
自
体
は
、『
朱
子
語
類
』
第
三
章

「
鬼
神
」
に
関
す
る
朱
熹
門
人
黄
幹
の
「
三
分
類
」
に
よ
る
も
の
と

み
ら
れ
る
。
神
道
に
関
す
る
書
物
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
「
鬼

神
」
は
「
神
」
を
意
味
し
よ
う
。
そ
こ
か
ら
す
る
と
、「
万
物
死
生

変
化
」
は
す
べ
て
神
の
し
わ
ざ
で
あ
る
。
神
は
「
屈
伸
往
来
ア
リ
テ

元
本
一
気
」
で
あ
り
、「
人
ノ
身
ニ
備
ル
」
と
言
う
。
同
じ
く
『
神

道
秘
伝
折
中
俗
解
』
巻
第
十
三
「
三
種
鬼
神
」
に
お
い
て
は
、「
儒

書
ヲ
以
神
書
ヲ
解
時
ハ
、
道
理
分
明
也
」
と
確
信
を
も
つ
一
文
を
書

い
た
。
で
は
い
っ
た
い
な
ぜ
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
確
信
を
も
つ
こ
と

が
で
き
た
の
か
。

　

朱
子
学
で
神
道
を
説
明
で
き
る
と
羅
山
が
確
信
を
も
つ
理
由
は
、

第
一
に
は
『
日
本
書
紀
』
の
内
容
で
あ
る
。『
神
道
秘
伝
折
中
俗
解
』

巻
第
一
「
三
部
本
書
」
に
お
い
て
彼
は
、「
日
本
紀
ハ
、
第
三
番
目

ニ
出
タ
リ
ト
云
ヘ
ト
モ
、
此
書
ヲ
善
ト
ス
」
と
、『
日
本
書
紀
』
を

称
賛
し
て
い
る
。
前
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
の
冒
頭

の
内
容
に
よ
る
と
、
渾
沌
と
い
う
元
初
状
態
を
と
る
と
は
い
え
、
神

が
生
ま
れ
る
前
に
世
界
は
す
で
に
あ
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
言
い
換
え
る
と
、
島
々
、

日
月
、
そ
れ
以
後
の
神
々
は
神
（
諾
・
冉
二
尊
）
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

が
、
こ
の
世
界
は
神
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
最

初
の
神
で
あ
る
国
常
立
尊
が
渾
沌
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
根
源
神
と
は
い
え
、
国
常
立
尊
も
世
界
の
中
に
い
る

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
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と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
神
道
に
お
け
る
神
と
世
界
と
の
関
係
は
、

朱
子
学
鬼
神
論
に
お
け
る
鬼
神
と
世
界
と
の
関
係
と
、
構
造
的
に
相

似
並
行
的
と
言
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
朱
子
学
理
気
論
は
、
江
戸
初
め
の
人
々
に
と
っ

て
も
神
道
の
宗
教
性
と
は
合
わ
な
い
「
合
理
的
」
な
論
だ
と
み
え
る

た
め
、
宗
教
と
し
て
の
神
道
が
持
つ
神
秘
性
・
宗
教
性
を
覆
い
尽
く

せ
な
い
と
み
な
さ
れ
た
。
仏
教
関
係
者
が
唱
え
る
神
道
思
想
は
、
仏

教
の
宗
教
性
に
よ
っ
て
そ
の
宗
教
性
は
保
証
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

宗
教
性
が
相
対
的
に
薄
い
朱
子
学
論
理
を
使
用
し
、
儒
教
を
神
道
と

一
致
す
る
と
す
る
羅
山
の
理
当
心
地
神
道
は
、
宗
教
性
が
そ
れ
な
り

に
薄
く
見
え
る
。
こ
の
神
道
は
宗
教
と
し
て
の
神
道
よ
り
も
政
治
思

想
と
し
て
の
神
道
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
羅
山
は
、
明
代
朱
子
学
の
形
成
と
そ
の

朝
鮮
朝
・
日
本
へ
の
伝
播
と
い
う
こ
の
朱
子
学
情
報
の
様
態
の
変
革

を
経
験
し
た
。
理
気
論
を
用
い
て
神
道
世
界
を
説
明
す
る
彼
の
説
を

見
よ
う
。『
神
道
秘
伝
折
中
俗
解
』
巻
第
三
「
国
常
立
尊
」
に
、
次

の
よ
う
な
内
容
の
記
述
が
あ
る
。

荘
子
・
列
子
ノ
書
ニ
、
太
初
ト
云
ハ
、
気
ノ
始
ナ
リ
。
此
尊
ヲ

指
テ
申
ヘ
シ
。
此
一
神
千
変
万
化
シ
テ
、
ア
ラ
ユ
ル
諸
神
ト
ナ

ル
コ
ト
、
一
気
分
レ
テ
陰
陽
ト
ナ
リ
、
陰
陽
分
レ
テ
五
行
ト
ナ

リ
、
五
行
相
生
相
克
シ
テ
、
万
物
ヲ
生
ス
ル
ノ
理
ナ
リ
。

　

記
紀
神
話
に
よ
る
と
、
国
常
立
尊
は
天
地
未
分
の
渾
沌
に
い
る
最

初
の
神
で
あ
り
、
往
々
渾
沌
と
同
一
視
さ
れ
、
神
の
系
譜
の
始
ま
り

と
し
て
根
源
性
を
も
つ
。
渾
沌
を
気
と
し
て
考
え
る
と
、
そ
の
気
の

中
に
具
わ
る
根
源
性
を
持
つ
存
在
と
み
な
し
て
こ
の
国
常
立
尊
を
太

極
と
説
明
す
る
神
道
説
は
多
く
あ
る（

（2
（

。
た
だ
し
そ
の
太
極
論
は
未
だ

朱
子
学
の
太
極
論
で
は
な
い
。
羅
山
は
、
こ
の
国
常
立
尊
を
語
る
と

き
に
「
一
気
」
の
論
を
用
い
て
は
い
る
が
、
理
と
し
て
の
「
太
極
」

の
論
は
用
い
な
い（

（2
（

。

　

で
は
羅
山
は
「
太
極
」
を
ど
う
説
い
て
い
る
の
か
。
羅
山
の
太
極

論
を
検
討
す
る
と
、
彼
は
「
無
形
而
有
理
」
と
い
う
『
朱
子
語
類
』

巻
第
九
十
四
「
周
子
之
書
」
に
見
え
る
言
葉
を
多
く
愛
用
し
て
「
太

極
」
を
説
明
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
文
集
』
巻
第
六
十
八
「
随
筆
」

四
の
第
八
十
二
条
は
こ
の
よ
う
に
言
う
。

朱
文
公
ノ
云
、
太
極
ハ
理
ナ
リ
、
陰
陽
ハ
気
ナ
リ
。
按
動
陽
ヲ

生
シ
、
静
陰
ヲ
生
ス
、
其
理
元
来
固
ニ
有
ル
故
ナ
リ
。
凡
気
有

レ
ハ
則
理
有
。
其
気
動
静
有
ル
所
以
、
万
古
此
ノ
如
シ
、
自
然

ハ
理
ナ
リ
。
太
極
ハ
、
其
至
極
ノ
実
理
ナ
リ
。
理
有
テ
形
チ
無

シ
、
故
ニ
云
無
極
ニ
シ
テ
太
極
。
先
儒
気
ヲ
指
テ
太
極
ト
為
、

是
ニ
ア
ラ
ス
。

　
「
朱
文
公
ノ
云
、
太
極
ハ
理
ナ
リ
、
陰
陽
ハ
気
ナ
リ
」
と
、
太
極

を
気
と
し
て
朱
熹
は
考
え
て
い
な
い
と
羅
山
が
み
て
い
る
こ
と
が
は

っ
き
り
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
「
理
有
テ
形
チ
無
シ
、
故
ニ
云
無

極
ニ
シ
テ
太
極
」
と
、「
太
極
」
を
「
理
有
テ
形
チ
無
シ
」
と
説
き
、
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「
先
儒
気
ヲ
指
テ
太
極
ト
為
、
是
ニ
ア
ラ
ス
」
と
、
太
極
を
気
の
地

平
よ
り
理
の
地
平
に
昇
格
さ
せ
る
。「
形
」
と
い
う
の
は
、
気
が
あ

っ
て
か
ら
は
じ
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
太

極
は
気
の
要
素
は
持
た
ず
理
だ
け
を
指
す
た
め
、「
形
」
も
あ
る
わ

け
が
な
い
。
だ
か
ら
太
極
は
「
無
形
而
有
理
」
な
の
で
あ
る
。

　

国
常
立
尊
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
羅
山
は
中
世
神
道
の
用
語
を
継

承
し
て
、「
一
而
無
形
、
虚
而
有
霊
」（『
神
道
伝
授
』
卅
一
「
国
常
立
尊

同
体
異
名
ノ
事
」）
と
、「
無
形
」
を
語
る
。
こ
の
「
無
形
」
と
い
う
語

に
お
い
て
、
国
常
立
尊
と
太
極
と
は
似
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し

か
し
右
の
「
太
極
」
認
識
と
重
ね
て
よ
く
考
え
る
と
、
羅
山
は
あ
く

ま
で
太
極
（
理
）
と
気
と
を
概
念
的
に
ま
ず
分
け
た
上
で
、「
混
沌

（
渾
沌
）
未
分
」
か
ら
「
万
物
が
生
成
す
る
」
と
い
う
場
面
に
お
い
て

国
常
立
尊
と
い
う
神
を
語
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。『
日
本
書
紀
』

冒
頭
の
記
録
に
対
し
、
羅
山
は
『
神
道
伝
授
』
三
十
「
混
沌
未
分
ノ

事
」
に
お
い
て
、「
混
沌
ハ
一
気
ノ
マ
ロ
キ
ヲ
云
也
。
天
地
ヒ
ラ
ケ

ス
、
陰
陽
ワ
カ
レ
サ
ル
ト
キ
ハ
、
混
沌
ト
マ
ン
マ
ロ
ニ
シ
テ
鶏
子
ノ

如
シ
。
…
…
神
ハ
未
分
ノ
内
ヨ
リ
ソ
ナ
ハ
リ
テ
、
開
闢
ノ
後
ニ
ア
ラ

ハ
ル
」
と
説
明
す
る
。
こ
こ
に
は
、
親
房
と
の
明
確
な
違
い
が
出
て

い
る
。
混
沌
は
一
気
で
あ
り
、
万
物
も
気
の
運
行
に
よ
っ
て
生
成
す

る
か
ら
、
神
を
語
る
こ
の
場
面
は
、
形
而
下
の
存
在
者
の
次
元
の
世

界
で
あ
る
。
こ
う
い
う
現
象
世
界
に
お
い
て
は
、
気
に
必
ず
理
が
具

わ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
理
と
気
は
存
在
者
の
場
で
は
分
か
れ
て
は

い
な
い
。
現
象
世
界
に
お
い
て
神
が
語
ら
れ
る
た
め
、
神
と
い
う
存

在
は
気
の
要
素
も
理
の
要
素
も
持
つ
。
国
常
立
尊
の
「
無
形
」
と
い

う
の
は
、「
無
形
而
有
理
」
と
さ
れ
る
と
き
の
理
と
し
て
の
太
極
の

「
無
」
性
に
対
し
て
言
え
ば
、
形
而
下
の
現
象
世
界
と
い
う
「
有
」

の
段
階
に
あ
っ
て
、「
形
」
を
と
ら
な
い
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
形

而
下
と
し
て
の
国
常
立
尊
と
理
と
し
て
の
太
極
と
に
つ
い
て
、
羅
山

は
決
し
て
同
一
視
は
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
注（
22
）参

照
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
羅
山
が
太
極
と
一
気
と
を
分
離
し
て

理
解
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
朱
子
学
理
気
論
に
関
す
る
認
識

が
、
彼
に
お
い
て
は
中
世
神
道
の
認
識
を
離
脱
し
て
違
う
段
階
に
至

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
朱
子
学
理
気
論
が
世
界
万
物
を
構
造

論
的
に
説
明
す
る
方
法
論
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
儒
学
者
・
朱
子

学
者
で
あ
る
羅
山
は
よ
く
理
解
し
て
い
た
。
そ
こ
で
世
界
万
物
を
構

造
論
的
に
説
明
す
る
論
理
と
し
て
、
朱
子
学
理
気
論
、
特
に
太
極
論

を
彼
は
世
界
万
物
の
説
明
に
熱
心
に
使
用
す
る
。
先
に
み
た
国
常
立

尊
の
位
置
づ
け
も
、
理
と
気
は
区
別
し
な
が
ら
も
現
象
に
お
け
る
一

体
性
を
み
る
と
い
う
こ
の
見
方
の
下
に
あ
り
、
こ
の
神
を
「
太
極
」

の
理
と
同
一
視
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
を
ふ
ま
え
て
、
小
論
の
核
心
問
題
で
あ
る
理
当
心
地

神
道
に
お
け
る
渾
沌
及
び
国
常
立
尊
の
あ
り
方
、
そ
こ
に
出
て
い
る

羅
山
の
神
道
説
に
お
け
る
理
気
関
係
、
あ
る
い
は
理
気
論
の
使
用
様
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態
を
み
よ
う
。『
神
道
秘
伝
折
中
俗
解
』
に
、「
混
沌
（
渾
沌
）」
に
関

す
る
次
の
内
容
の
記
述
が
あ
る
。

・
旧
事
紀
・
古
事
記
・
日
本
紀
ニ
記
ス
所
ノ
開
闢
ノ
神
、
其
名
少

シ
異
ニ
シ
テ
、
其
次
第
モ
ス
コ
シ
異
ナ
リ
。
或
ハ
混
沌
ノ
所
ヲ

指
シ
、
或
ハ
神
気
ヲ
指
シ
、
元
気
ヲ
指
シ
、
或
ハ
一
気
ノ
始
テ

萌
ス
所
ヲ
指
シ
、
或
ハ
動
キ
出
ル
所
ヲ
指
シ
、
或
ハ
形
ノ
始
ヲ

指
。
是
荘
子
ガ
始
ト
云
モ
ノ
ア
リ
。
始
ア
ラ
ス
ト
云
モ
ノ
ア
リ
。

無
ト
云
モ
ノ
ア
リ
ト
云
ヒ
、
列
子
ガ
大
易
・
太
初
ノ
説
ニ
相
似

タ
ル
歟
。
又
皇
王
大
紀
ニ
、
開
闢
ノ
始
メ
盤
古
王
ア
リ
、
天
皇

氏
・
地
皇
氏
・
人
皇
氏
等
ア
ル
ノ
説
、
悉
是
邃
古
事
也
。

�
（
巻
第
二
「
開
闢
初
神
」）

・
荘
子
・
列
子
ノ
書
ニ
、
太
初
ト
云
ハ
、
気
ノ
始
ナ
リ
。
此
尊
ヲ

指
テ
申
ヘ
シ
。
此
一
神
千
変
万
化
シ
テ
、
ア
ラ
ユ
ル
諸
神
ト
ナ

ル
コ
ト
、
一
気
分
レ
テ
陰
陽
ト
ナ
リ
、
陰
陽
分
レ
テ
五
行
ト
ナ

リ
、
五
行
相
生
相
克
シ
テ
、
万
物
ヲ
生
ス
ル
ノ
理
ナ
リ
。

�

（
巻
第
三
「
国
常
立
尊
」）

　
「
開
闢
ノ
神
」
に
つ
い
て
、
古
の
資
料
で
は
「
混
沌
」「
神
気
」

「
元
気
」「
一
気
ノ
始
テ
萌
ス
所
」「
動
キ
出
ル
所
」「
形
ノ
始
」
な
ど

の
言
い
方
が
あ
る
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
神
道
の
記
述
に
お
い
て
、

国
常
立
尊
と
い
う
神
は
、
混
沌
と
い
う
世
界
の
元
初
形
態
と
同
列
に

扱
わ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
混
同
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
で
羅
山
は
『
荘
子
』（「
斉
物
論
」
第
二
、「
知
北
遊
」

第
二
十
二
）、『
列
子
』（「
天
瑞
」
第
一
、
第
二
章
）、『
皇
王
大
紀
』（
巻
一

「
三
皇
紀
」「
盤
古
氏
」）
な
ど
中
国
の
書
物
に
記
録
さ
れ
て
い
る
世
界

の
始
源
、
つ
ま
り
「
混
沌
」
に
関
す
る
文
を
探
し
出
し
て
、
そ
れ
ら

の
資
料
に
あ
る
「
始
」「
始
ア
ラ
ス
」「
無
」「
大
易
」「
太
初
」「
盤

古
王
」「
天
皇
氏
・
地
皇
氏
・
人
皇
氏
」
な
ど
の
言
葉
を
補
充
説
明

と
し
た
。
ま
た
、「
此
一
神
千
変
万
万
化
シ
テ
、
ア
ラ
ユ
ル
諸
神
ト

ナ
ル
コ
ト
、
一
気
分
レ
テ
陰
陽
ト
ナ
リ
、
陰
陽
分
レ
テ
五
行
ト
ナ
リ
、

五
行
相
生
相
克
シ
テ
、
万
物
ヲ
生
ス
ル
ノ
理
ナ
リ
」
と
、
陰
陽
・
五

行
の
説
を
用
い
て
、
国
常
立
尊
の
「
一
神
即
ち
八
百
万
の
神
」
と
い

う
特
性
を
説
明
し
た
。
こ
こ
に
は
、
朱
子
学
の
理
気
論
の
う
ち
の
気

論
に
よ
っ
て
神
を
説
明
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
一
神
か
ら
諸
神

に
な
る
こ
と
を
、
一
気
か
ら
万
物
を
生
じ
る
こ
と
と
同
様
の
構
造
に

よ
っ
て
羅
山
は
言
う
の
で
あ
る
。
朱
子
学
理
気
論
に
よ
る
と
、
形
而

上
の
「
理
」
で
あ
る
「
太
極
」
と
形
而
下
の
「
元
気
」「
一
気
」
と

の
間
に
厳
然
た
る
違
い
が
あ
る
。
国
常
立
尊
を
語
る
と
き
に
彼
は

「
一
気
」
の
語
を
用
い
る
。
し
か
し
「
太
極
」
の
語
は
け
っ
し
て
用

い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
羅
山
が
「
太
極
」
と
「
一
気
」
と
を
分
離

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
朱
子
学
理
気
論
に
関
す
る
認
識
が
、

中
世
神
道
の
認
識
を
離
脱
し
て
羅
山
に
お
い
て
違
う
段
階
に
至
っ
た

と
い
う
こ
と
を
こ
の
こ
と
は
示
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、「
国
常
立
尊
」
に
関
す
る
理
当
心
地
神
道
の
説
明
を
見

る
と
、
中
世
神
道
説
を
継
承
す
る
面
も
無
視
で
き
な
い（

（2
（

。「
国
常
立
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103　根源神・国常立尊の説明方式から見る理当心地神道の「神」観念

尊
同
体
異
名
」「
一
神
即
是
八
百
万
神
」
な
ど
の
中
世
神
道
説
に
よ

っ
て
、「
心
」
は
人
間
が
「
神
」
と
つ
な
が
る
重
要
な
媒
介
で
あ
る

と
羅
山
は
主
張
す
る
。
だ
か
ら
人
の
「
心
」
に
「
神
」
は
内
在
し
て

お
り
、「
祈
り
」
を
す
る
と
人
間
は
神
と
つ
な
が
る
。
こ
れ
が
羅
山

が
「
心
」
を
重
視
す
る
理
由
で
も
あ
る（

（2
（

。
こ
れ
も
吉
田
神
道
・
伊
勢

神
道
か
ら
吸
収
し
た
思
想
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
中
世
神
道
を
吸
収
し
な
が
ら
も
、
し
か
し
同
時
に
朱

子
学
的
思
考
を
重
ね
る
も
の
と
し
て
、
同
じ
く
『
神
道
秘
伝
折
中
俗

解
』
の
巻
第
二
「
開
闢
諸
神
」
に
大
変
興
味
深
い
文
章
が
あ
る
。

我
朝
ノ
邃
古
、
旧
記
詳
ナ
ラ
サ
レ
バ
、
今
ヲ
以
テ
古
ヲ
見
、
身

ヲ
以
テ
天
地
ヲ
見
、
気
ヲ
以
テ
陰
陽
ヲ
見
、
心
ヲ
以
テ
神
明
ヲ

知
ヘ
シ
。
遠
ク
外
ニ
求
ム
ベ
カ
ラ
ズ
。
天
地
万
物
、
元
来
人
ノ

身
ニ
具
ル
ユ
ヘ
ナ
リ
。
古
人
天
地
ヲ
以
テ
人
ノ
心
ノ
譬
ト
ス
ル

ハ
、
此
ナ
ル
ベ
シ
。
陰
陽
五
行
ノ
相
生
相
克
変
化
聚
散
ス
ル
処

ヲ
以
、
天
神
地
神
十
二
代
ヲ
推
シ
察
ス
ヘ
シ
。

　

た
と
え
古
の
記
録
が
少
な
く
て
、
身
近
の
伝
説
が
な
く
て
も
、

「
今
ヲ
以
テ
古
ヲ
見
、
身
ヲ
以
テ
天
地
ヲ
見
、
気
ヲ
以
テ
陰
陽
ヲ
見
、

心
ヲ
以
テ
神
明
ヲ
知
」
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
故
な
ら
、「
天
地
万

物
、
元
来
人
ノ
身
ニ
具
ル
ユ
ヘ
ナ
リ
」
と
い
う
。
人
間
の
身
体
に
、

世
間
の
す
べ
て
が
原
理
的
に
は
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、「
陰
陽
五
行

ノ
相
生
相
克
変
化
聚
散
」
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
天
神
地

神
十
二
代
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
羅
山
は
言
う
。
こ
の
言

い
方
は
、
聖
人
に
な
る
素
質
は
誰
に
も
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、「
学
」

べ
ば
誰
も
が
聖
人
に
な
れ
る
と
い
う
朱
子
学
の
人
間
観
と
同
じ
で
あ

り
、
ま
さ
し
く
朱
子
学
の
方
法
論
が
日
本
の
神
道
へ
適
用
さ
れ
た
議

論
で
あ
る
。「
世
界
万
物
の
起
源
に
関
す
る
古
代
の
記
述
は
曖
昧
だ

が
、「
今
」「
身
」「
気
」「
心
」
な
ど
の
現
在
か
ら
の
手
が
か
り
で
、

「
古
」「
天
地
」「
陰
陽
」「
神
明
」
な
ど
す
べ
て
の
起
源
が
わ
か
る
」

と
い
う
羅
山
の
方
法
論
が
こ
こ
に
読
み
取
れ
る
。
神
道
に
お
け
る
重

要
な
こ
と
と
し
て
、
祓
し
て
心
身
を
清
ら
か
に
し
神
に
祈
り
を
す

る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
羅
山
の
『
神
道
伝
授
』

は
、「
心
ノ
中
ニ
神
明
ア
ル
ハ
神
籬
ナ
ラ
ス
ヤ
」（
卅
六
「
神
籬
ノ
事
」）

と
述
べ
る
。
誰
の
心
に
も
神
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
一
人
一
人
の

「
祈
り
」
の
根
拠
で
あ
る
、
と
理
当
心
地
神
道
は
主
張
す
る
。
構
造

論
を
説
く
の
に
優
れ
て
い
る
た
め
に
朱
子
学
を
用
い
て
羅
山
は
神
道

を
説
こ
う
と
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
う
か

が
え
る
の
で
あ
る
。

五　

中
世
か
ら
の
離
陸

　

以
上
、
根
源
神
国
常
立
尊
に
関
す
る
中
世
神
道
の
説
と
理
当
心
地

神
道
の
説
に
は
、
と
も
に
中
国
思
想
の
用
語
が
夥
し
く
使
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
実
は
大
き
な
相
違
点
が
あ
っ
た
。

　

朱
熹
の
理
気
論
に
よ
る
と
、「
気
」
と
い
う
の
は
、
世
界
万
物
を
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構
成
す
る
元
の
材
料
、
つ
ま
り
基
体
で
あ
る
。
世
界
万
物
が
構
成
す

る
の
は
こ
の
気
の
う
ご
め
き
の
あ
り
方
に
よ
る
。
そ
の
う
ご
め
き
を

保
証
す
る
の
は
、
気
の
中
に
具
わ
る
「
理
」
で
あ
る
。
現
象
世
界
に

お
い
て
、
理
と
気
と
は
常
に
同
時
に
存
立
す
る
。
す
な
わ
ち
現
象
世

界
に
お
い
て
理
と
気
と
は
一
体
的
に
存
立
し
て
お
り
、
理
は
天
地
の

め
ぐ
り
を
支
え
る
は
た
ら
き
と
し
て
の
「
普
遍
」
的
な
面
と
そ
れ
ぞ

れ
の
事
物
に
お
け
る
特
殊
的
個
別
的
な
面
を
規
定
す
る
は
た
ら
き
と

を
同
時
に
持
っ
て
お
り
、
気
も
「
公
共
的
」
な
面
と
特
殊
的
個
別
的

な
面
と
を
同
時
に
持
ち
、
気
の
こ
の
両
面
が
同
時
に
存
立
す
る
の
は

理
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
故
に
、
理
当
心
地

神
道
の
宗
教
性
が
保
証
さ
れ
る
と
羅
山
に
お
い
て
は
考
え
ら
れ
て
い

る
と
み
ら
れ
る（

（2
（

。

　

中
世
神
道
の
説
で
は
、
易
学
・
老
荘
思
想
・
陰
陽
五
行
説
な
ど
の

中
国
思
想
用
語
で
神
道
世
界
の
起
源
を
記
述
す
る
。
そ
こ
に
使
用
さ

れ
る
材
料
に
は
、
戦
国
時
代
か
ら
唐
ま
で
の
説
も
、
宋
代
道
学
系
の

説
も
あ
る
。
宋
代
道
学
系
の
説
は
、
そ
れ
ま
で
の
思
想
を
継
承
し
な

が
ら
、
天
地
・
万
物
の
形
成
、
そ
れ
に
人
の
位
置
を
新
た
に
構
造
論

的
に
語
る
も
の
で
あ
る
。
中
世
神
道
側
は
そ
の
用
語
を
受
け
入
れ
た
。

し
か
し
そ
れ
を
戦
国
時
代
か
ら
唐
ま
で
の
説
と
同
様
に
、
神
道
世
界

の
起
源
を
説
明
す
る
単
な
る
用
語
と
し
て
使
う
。
よ
く
観
察
す
る
と
、

そ
れ
が
持
つ
構
造
論
的
な
説
明
の
側
面
を
使
っ
て
は
い
な
い
よ
う
に

み
え
る
。

　

そ
れ
に
対
し
儒
家
神
道
は
、
宋
代
道
学
系
の
構
造
論
的
説
明
の
側

面
を
積
極
的
に
用
い
る
。
そ
れ
は
、
中
国
に
お
け
る
朱
子
学
自
身
の

時
代
的
変
化
と
そ
の
情
報
の
日
本
に
お
け
る
あ
り
方
に
よ
る
の
で
あ

る
。
明
代
に
入
り
、
理
と
気
と
の
一
体
性
が
議
論
の
核
心
的
な
問
題

と
な
り
、
理
と
気
と
の
関
係
が
深
刻
に
議
論
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の

議
論
が
朝
鮮
半
島
に
伝
わ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
も
朝
鮮
儒
者
に
よ
っ

て
議
論
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
議
論
が
つ
み
重
ね
ら
れ
、
も
た
ら
さ

れ
た
結
果
と
し
て
、
世
界
を
構
造
論
的
に
説
明
す
る
た
め
の
、
も
と

朱
子
が
考
案
し
た
理
気
論
そ
の
も
の
が
、
外
国
の
学
者
に
も
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
う
な
っ
た
段
階
の
理
気
論
の
導

入
に
よ
っ
て
、
儒
家
神
道
側
は
、
起
源
論
を
回
避
し
、
構
造
論
に

基
づ
い
て
神
道
・
世
界
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
儒
家
神
道
の
「
神
」
観
念
は
従
来
の
「
神
」
観
念

と
同
じ
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
と
言
え
る
。
神
道
の
神
観
念
に
関
す

る
中
世
か
ら
近
世
、
生
成
論
か
ら
構
造
論
へ
の
変
化
が
こ
こ
に
も
た

ら
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

注
（
1
）　

坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注
『
日
本
古

典
文
学
大
系
六
七 

日
本
書
紀
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
巻
第

一
「
神
代
上
」
を
参
照
し
た
。
大
野
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
卜
部
兼

方
筆
本
神
代
紀
二
巻
を
底
本
と
し
て
撰
び
、
校
訂
を
加
え
た
も
の
で
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あ
る
。
書
き
下
し
文
も
読
み
方
も
こ
れ
に
よ
っ
た
。

（
2
）　

儒
家
神
道
に
つ
い
て
は
、
矢
崎
浩
之
「「
儒
家
神
道
」
研
究
の

成
果
と
課
題
、
そ
し
て
展
望
」（
土
田
健
次
郎
編
『
近
世
儒
学
研
究

の
方
法
と
課
題
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
3
）　

例
え
ば
、
高
橋
美
由
紀
は
「
林
羅
山
の
神
道
思
想
」（『
季
刊
日

本
思
想
史
』
第
五
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
七
年
）
で
、「
か
か

る
「
生
み
」
の
論
理
を
基
本
と
し
そ
の
主
宰
者
と
し
て
神
を
考
え
る

神
道
の
世
界
と
い
う
の
は
、
理
気
合
元
一
に
せ
よ
理
気
二
元
論
に
せ

よ
、
理
気
論
に
よ
っ
て
万
物
の
存
在
の
根
拠
と
そ
の
理
法
と
を
説
明

し
よ
う
と
す
る
朱
子
学
の
世
界
を
以
て
そ
れ
を
蔽
い
尽
す
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」（
一
一
四
頁
）
と
論
じ
る
。

（
4
）　

拙
稿
「「
気
」
と
し
て
の
「
鬼
神
〔
キ
シ
ン
〕」
論
─
林
羅
山

「
理
当
心
地
神
道
」
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
─
」（『
東
洋
古
典
学

研
究
』
第
三
十
三
集
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
を
参
照
。

（
5
）　

羅
山
が
こ
の
立
場
に
立
つ
こ
と
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
の
不

干
斎
巴
鼻
庵
へ
の
批
判
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
慶
長
十
一
年
（
一

六
〇
六
年
、
羅
山
二
十
四
歳
）
に
著
す
「
排
耶
蘇
三
篇
」（『
林
羅
山

文
集
』
弘
文
社
刊
・
京
都
史
蹟
会
、
一
九
三
〇
年
、
巻
第
五
十
六

「
雑
著
」
一
）
を
参
照
。

（
6
）　

本
節
は
拙
稿
「
儒
家
神
道
に
お
け
る
国
常
立
尊
の
あ
り
方
─
理

当
心
地
神
道
に
お
け
る
根
源
神
─
」（『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
三
十

四
集
、
二
〇
一
二
年
十
月
）
第
三
・
四
節
と
資
料
及
び
記
述
が
重
な

る
。
本
論
文
は
こ
の
旧
稿
が
根
源
神
に
対
す
る
中
世
神
道
と
儒
家
神

道
の
記
述
を
現
象
論
的
に
比
較
し
た
の
に
対
し
、
そ
の
延
長
と
し
て

理
当
心
地
神
道
の
「
神
」
観
念
が
成
立
す
る
原
因
を
検
討
す
る
も
の

で
あ
る
。

（
7
）　
『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』
の
「
底
本
裏
書
」（『
神
道

大
系
論
説
編
五 

伊
勢
神
道
（
上
）』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
三

年
所
収
）
を
参
照
。

（
8
）　
『
神
皇
系
図
』「
天
神
七
代
」「
国
常
立
尊
」、『
類
聚
神
祇
本
源
』

「
天
地
所
化
篇
」「
本
朝
」「
釈
家
」（
前
掲
『
神
道
大
系 

伊
勢
神
道

（
上
）』
所
収
）
を
参
照
。

（
9
）　
『
神
道
大
系
古
典
注
釈
編
八 

中
臣
祓
注
釈
』（
一
九
八
五
年
）

所
収
を
参
照
。

（
10
）　

神
道
五
部
書
と
は
、『
天
照
坐
伊
勢
二
所
皇
太
神
宮
御
鎮
座
次

第
記
』『
伊
勢
二
所
皇
太
神
御
鎮
座
伝
記
』『
豊
受
皇
太
神
御
鎮
座
本

紀
』『
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
』『
倭
姫
命
世
記
』
と
い
う
五

つ
の
書
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
伊
勢
神
道
の
根
本
経
典
で
あ

る
。
な
お
、
関
連
資
料
の
引
用
文
は
、
前
掲
『
神
道
大
系 

伊
勢
神

道
（
上
）』
所
収
を
参
照
。

（
11
）　
『
神
皇
実
録
』（
前
掲
『
神
道
大
系 

伊
勢
神
道
（
上
）』
所
収
）

を
参
照
。

（
12
）　

吉
田
兼
直
『
神
道
大
意
』（『
神
道
大
系
論
説
編
八 

卜
部
神
道

（
上
）』
一
九
八
五
年
所
収
）
を
参
照
。

（
13
）　
『
神
道
大
系
論
説
編
一
八 

北
畠
親
房
（
上
）』（
一
九
九
一
年
所

収
）
を
参
照
。
本
文
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
す
る
吉
田
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兼
右
写
本
を
底
本
と
し
た
も
の
（
凡
例
）。
原
文
は
片
仮
名
混
じ
り

文
で
あ
る
。

（
14
）　
『
類
聚
神
祇
本
源
』「
天
地
開
闢
篇
」「
漢
家
」（
前
掲
『
神
道
大

系 

伊
勢
神
道
（
上
）』
所
収
）
を
参
照
。

（
15
）　

以
下
、『
学
蔀
通
辯
』
は
『
近
世
漢
籍
叢
刊
』「
思
想
参
編
」

（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）
所
収
と
国
立
公
文
書
館
・
内
閣
文

庫
所
蔵
林
羅
山
旧
蔵
刊
本
を
参
照
。『
異
端
辯
正
』
と
『
困
知
記
』

は
同
『
叢
刊
』「
思
想
続
編
」（
一
九
七
五
年
）
所
収
と
内
閣
文
庫
所

蔵
林
羅
山
写
本
を
参
照
。

（
16
）　

市
來
津
由
彦
「
す
れ
ち
が
う
言
葉
─
羅
欽
順
の
陽
明
学
像
─
」

（『
哲
学
資
源
と
し
て
の
中
国
思
想
─
吉
田
公
平
教
授
退
休
記
念
論
集

─
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
一
〇
六
頁
を
参
照
。

（
17
）　
「
田
玄
之
ニ
寄
ス
」
そ
の
一
。『
林
羅
山
文
集
』
巻
第
二
「
書
」

一
に
収
録
。
田
玄
之
は
吉
田
素
庵
、
惺
窩
の
門
人
で
あ
り
、
羅
山
を

惺
窩
に
紹
介
す
る
仲
介
で
あ
る
。

（
18
）　

前
掲
『
林
羅
山
文
集
』
巻
第
六
十
七
「
随
筆
」
三
第
九
十
八
条
。

（
19
）　

石
田
一
良
「
前
期
幕
藩
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
朱
子
学
派

の
思
想
」（『
日
本
思
想
大
系
二
八 

藤
原
惺
窩 

林
羅
山
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
五
年
、
解
説
）
四
二
四
頁
を
参
照
。

（
20
）　

羅
山
の
神
道
著
述
に
関
し
て
は
、『
神
道
大
系
論
説
編
二
十 

藤

原
惺
窩
・
林
羅
山
』（
一
九
八
八
年
）
所
収
の
資
料
を
参
照
。

（
21
）　

中
世
神
道
著
作
『
類
聚
神
祇
本
源
』「
天
地
開
闢
篇
」
な
ど
が

あ
る
。
前
掲
『
神
道
大
系 

伊
勢
神
道
（
上
）』
所
収
を
参
照
。

（
22
）　

国
常
立
尊
の
あ
り
方
と
太
極
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
拙
稿
「
無
形
而
有
理
─
林
羅
山
の
太
極
論
と
理
当
心
地
神
道
─
」

（『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
三
十
六
集
、
二
〇
一
三
年
十
月
）
を
参
照
。

な
お
、
羅
山
が
考
え
る
世
界
万
物
の
構
造
に
お
い
て
は
、
一
気
が
兆

さ
な
い
「
無
」
の
段
階
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
老
荘
思
想
が

言
う
何
も
な
い
「
無
」
と
は
異
な
る
。

（
23
）　

注（
6
）拙
稿
「
儒
家
神
道
に
お
け
る
国
常
立
尊
の
あ
り
方
」
を

参
照
。

（
24
）　

理
当
心
地
神
道
に
お
け
る
「
心
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
拙
稿

「
心
は
神
明
の
舎
な
り
─
林
羅
山
「
理
当
心
地
神
道
」
に
お
け
る

「
心
」
問
題
─
」（『
東
洋
古
典
学
研
究
』
第
三
十
九
集
、
二
〇
一
五

年
五
月
）
を
参
照
。

（
25
）　
「
理
」
と
「
気
」
と
が
常
に
同
時
に
存
立
す
る
こ
と
に
お
い
て
、

祖
先
祭
祀
が
充
分
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿

「「
気
」
と
し
て
の
「
鬼
神
〔
キ
シ
ン
〕」
論
」
に
お
い
て
検
討
を
試

み
た
。
な
お
、「
公
共
の
気
」
と
祭
祀
対
象
の
気
と
が
同
時
に
存
立

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市
來
津
由
彦
『
朱
熹
門
人
集
団
形
成
の
研

究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）
第
二
篇
第
三
章
第
四
節
「
朱
熹
祭

祀
感
格
説
に
お
け
る
「
理
」
─
朱
門
に
お
け
る
朱
熹
思
想
理
解
の
一

様
態
─
」
を
参
考
に
し
て
検
討
し
た
。

（
26
）　

そ
れ
故
、
中
世
神
道
の
説
を
朱
子
学
太
極
論
で
評
価
し
よ
う
と

す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
逆
に
い
う
と
、
儒
家
神
道
が
論
理
基
盤

と
す
る
の
は
朱
子
学
理
気
論
な
の
で
、
太
極
を
一
気
で
あ
る
と
み
る
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中
世
神
道
の
思
考
を
基
準
に
し
て
、
儒
家
神
道
を
考
量
す
る
の
も
適

切
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
対
象
と
視
座
を
明
確
に
し
た
上
で

議
論
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

�

（
広
島
大
学
大
学
院
）
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